
 

 

 

 

大垣市政・経済記者クラブ同時配布資料 

岐阜県政記者クラブ加盟社 各位 

 

 

 
 

 

 

ぎふ清流ＧＡＰ
ギ ャ ッ プ

産地研修会を初開催します 

 

  県では、持続可能な農業の実現に向け、令和２年１１月にぎふ清流ＧＡＰ評価制度※１

を創設し、ＧＡＰの取組みを推進しています。 

このたび、ぎふ清流ＧＡＰの理解促進のため、ぎふ清流ＧＡＰパートナー※２を始めと

する実需者※３を対象に、生産者のＧＡＰの取組みについて具体的に知ってもらい、今後

のＧＡＰ農産物の販売促進及びパートナー活動の推進につなげるための産地研修会を初

開催します。 

 

記 

 

１ 開催日 

令和６年１２月６日（金）１３：０５～１５：１５ 

 

２ 開催場所 

西濃総合庁舎５階５－１会議室（大垣市江崎町４２２－３） 

株式会社令和農園いちごハウス（安八郡輪之内町） 

 

３ 参加予定者 

生活協同組合コープぎふ、カネ井青果株式会社、ＪＡにしみの 計１１名 

 

４ 内容及びスケジュール 

１３：０５～１３：５５ 研修会（西濃総合庁舎） 

 ぎふ清流ＧＡＰについて【農産園芸課】 

 西濃地域のいちごの概要について【西濃農林事務所農業普及課】 

１３：５５～１４：１５ 移動 

１４：１５～１５：１５ 現地研修会（株式会社令和農園） 

 ＧＡＰの取組みについて【株式会社令和農園 代表取締役 西松
にしまつ

勝典
かつのり

氏】 

 

令和６年１１月２９日（金） 岐阜県発表資料 

担当課 担 当 担当者 電話番号 

農産園芸課 ぎふ清流GAP推進係 猪原、片桐 

内線 4113 

直通 058-272-8428 

FAX  058-278-2692 



 

※１ ぎふ清流ＧＡＰ 

 ＧＡＰとは、Good（良い）Agricultural（農業の）Practice（実施）の略称で、「農業生

産工程管理」と訳される。食品安全、環境保全、労働安全などの観点から農業生産の工程に

潜むリスクを管理して、持続的に農業を行うための取組み。 

 ぎふ清流ＧＡＰは、127項目の規準により第三者評価機関の

評価員が農場を評価し、評価点数が一定水準を満たす農場を

認証する国際水準 GAPガイドラインに準拠※４した県独自の制

度。 

 

※２ ぎふ清流ＧＡＰパートナー 

 ぎふ清流ＧＡＰ農産物や有機農産物等を取り扱う意向を有している、県の登録を受けた企

業・団体（製造業、卸売・仲卸・小売・飲食業、サービス業、消費者グループ、その他団体

等のこと。令和 6年 11月末現在で 69団体を登録。） 

 

 ※３ 実需者 

  小売、外食、宿泊、中食、食品加工、仲卸等 

 

※４ 国際水準 GAPガイドラインに準拠した GAP 

国際水準 GAPとは、食品安全、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理の 5分野を

満たしたもの。都道府県など多様な主体が策定している GAPについて、国が国際水準 GAPガ

イドラインへの準拠状況を個別に確認している。現在、１１都県、２民間団体が確認済。 

 

農林水産省ホームページ 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/gap_guidelines/index.html 

 

 

 


